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次の広がりへと向かう五月！  校長                原嶋 桂子  

 新緑が目に鮮やかな五月を迎えました。校内の木々は 

このひと月の間に一気に芽吹き、枝を伸ばしながら若葉を 

広げています。登校時間、やわらかな朝の光に包まれて校 

門を入ってくる子どもたちの姿から、学校全体が日常のリ 

ズムを整えながら、確かな歩みを進め始めていることを感 

じます。 

 さて、五月の「五」という字には、今の季節を考える上 

で興味深い意味が込められています。「五」は指事文字※１ 

とされ、上と下の二本の横線はそれぞれ「天」と「地」を表すといわ 

れています。その間にある「X」の形は交差や作用を示し、天地の間 

で物事が互いに影響し合う様子を表していると考えられています。この考え方は、古代中国の思想

における五つの元素──木・火・土・金・水──が互いに作用し合いながら世界を成り立たせてい

るという捉え方とも結びつき、数の「五」を表すようになった、という説があります※２。 

 ここから、「五」という数には、単なる数量を超えて、物事が整い、次の広がりへと向かう節目

としての意味合いを見いだすことができます。出会いと始まりの四月を経て迎える五月は、学校生

活が本格的に動き始める時期です。新しい学級、新しい友だち、新しい学びに少しずつ慣れ、子ど

もたち一人一人の力が、互いに関わり合いながら、学級や学年という集団の中で形になっていきま

す。 

 今月は、通信陸上競技大会や中間テスト、そして一・二年生の校外学習など、さまざまな行事が

予定されています。いずれも、これまでの学びや取組を確かめる機会であると同時に、仲間と協力

し、新たな自分に出会う大切な場となります。不安や緊張を感じる場面もあるかもしれませんが、

それを乗り越えようとする経験一つ一つが、子どもたちを確実に成長させていくものと考えてい

ます。 

 校庭の木々が、芽を出し、枝を広げ、やがてたくましい姿へと育っていくように、子どもたちの

成長もまた、時間をかけて積み重ねられていくものです。その歩みを支えるためには、家庭、地域、

そして学校が、それぞれの立場で関わり合い、力を合わせていくことが欠かせません。 

 五月も引き続き、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力を賜りながら、子どもたちの健や

かな成長を支えてまいります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

※１ 指事文字…形として表現しにくい抽象的な事柄を記号的に示す文字。 

※２ 大修館書店『新漢語林』参照 

 

 さ小鹿  
令和 8 年５月１日 

小鹿野中学校だより第２号 




